外出支援サービス事業実施要綱

○社会福祉法人登米市社会福祉協議会
外出支援サービス事業実施要綱
平成１７年４月１日制定

平成１７年７月１日改正

平成２４年２月１日改正

平成３０年３月１日改正
（目　的）

第１条　この要綱は、登米市外出支援サービス事業実施要綱（以下「要綱」という。）に基づき、登米市より社会福祉法人登米市社会福祉協議会（以下「本会」という。）に委託され、外出支援サービス事業の運営及び実施に必要な事項を定めることを目的とする。

（事業の目的）

第２条　外出支援サービス事業は、在宅の歩行困難な障害者及びその他の理由により、公共交通機関の利用が困難な者に対し、車椅子と移動式寝台の兼用リフト付き車両（以下「福祉車両」という。）を運行し、外出支援サービスを行うことにより、当該障害者等の社会参加や通院等の移動手段の確保を図り、もって福祉の向上に寄与することを目的とする。

（事業の内容）

第３条　在宅の歩行困難な障害者の外出支援サービスとして、在宅歩行困難者等及びその者を介護する者に対し、福祉車両を利用した次に掲げるサービスを提供する。

（１）移送サービス
福祉車両を運行し、在宅歩行困難者等の居宅と在宅福祉サービスを提供する場所又
は医療機関等との間を送迎するサービス

（２）貸出サービス
在宅歩行困難者等が外出する場合に、その介護をする者に対し福祉車両を貸出するサービス

（利用対象者）
第４条　外出支援サービスを利用できる者は、次の状態にある者で、登米市外出支援サービス事業利用登録を受けた者とする
（１）身体障害者や要介護認定を受け、他人の介助が必要な方で、単独でタクシーや公

共交通機関を利用することが困難な者
（２）その他登米市長が認めた者

（利用の範囲）

第５条　利用の範囲は、次に掲げるとおりとする。
（１）障害者等の社会参加活動や各種行事への参加

（２）病院への通院、入退院

（３）社会福祉施設への通所、入退所

（４）公共機関における諸手続

（５）レクリエーション等

（６）その他登米市長が必要と認めた場合
（運行範囲）

第６条　外出支援サービスの運行の範囲は、次に掲げるとおりとする。
（１）県内

（２）その他登米市長が必要と認めるところ

（利用の申請）

第７条　このサービスを受けようとする時は、外出支援サービス利用申請書（様式第１号）を本会会長に提出し、その許可を受けなければならない。

（利用の承認）

第８条　本会会長は、前条の申請書を受理した場合は、次に掲げるところにより利用の承認を行うものとする。ただし、やむを得ない場合はこのかぎりではない。

（１）１月１日から同月３日まで、１２月２９日から同月３１日までの日以外及び日曜
日、祝祭日以外の利用であること。

（２）午前８時３０分から午後５時１５分までの利用であること。

２　本会会長は、前条の決定を行った時は、外出支援サービス利用承認（却下）通知書（様式第２号）により利用申請者に通知するものとする。
３　本会会長は、車両が故障等の事由により利用することができなくなった時は、外出支援サービス利用承認を取り消すことができるものとする。

（利用料及びその徴収）

第９条　利用料は登米市の実施要綱に基づき、当該利用者が負担し、その徴収は本会会長が行うものとする。
（職員及び職員の身分）

第10条　本会会長は、この事業を行うにあたって必要に応じて職員を配置できるものとする。

２　職員の身分については、本会職員の給与に関する規程及び臨時職員等に関する規程によるものとする。

（運　転）

第11条　外出支援サービスにおける車両の運転は、次に掲げる者が行うものとする。

（１）移送サービス　本会職員の内、外出支援サービス事業運転者登録された者。

（２）貸出サービス　本会に運転者として様式第３号に登録した利用対象者の介添者。

（安全運転管理）

第12条　車両の安全運転管理については、安全運転管理規程によるものとする。
（利用者等の責務）

第13条　利用者及び車両を運転する者は、次に掲げる事項を遵守して、交通事故の防止に努めなければならない。
（１）利用者は、車両を利用する時は、外出支援サービス利用承認通知書を携帯すること。

（２）車両の運行に当っては、交通関係法令を遵守すること。

車両の故障や交通事故が発生した場合には、ただちに適切な処理を行うとともに、本会会長にその旨を報告し、指示を受けること。

（保険の加入）

第14条　車両運行にあたり職員及び利用者の安全を確保するため、本会会長は適正な保険に加入し契約をしなければならない。
２　加入する保険の種類及び契約内容については、本会会長が決定する。

（利用の停止）

第15条　本会会長は、利用者が第１３条の規定に違反したと認める時は、利用を停止することができる。
（その他）

第16条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、本会会長が別に定める。
附　則

この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。
　附　則

この要綱は、平成１７年７月１日から施行する。

　附　則

この要綱は、平成２４年２月１日から施行する。

附　則

この要綱は、平成３０年３月１日から施行する。

様式第１号（第７条関係）
平成　　年　　月　　日
社会福祉法人登米市社会福祉協議会会長殿

（申請者）住　所　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　㊞　

利用者との続柄　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　　　　　　

外出支援サービス利用申請書
外出支援サービスを利用したいので、次のとおり申請します。

	利　用　者
	住所
	登米市

	
	氏名
	
	年齢
	　　　　　歳

	
	
	
	TEL
	

	利用日時
	平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日

午前・午後　　時　　分～午前・午後　　時　　分

	利用目的

（該当事項にレ印）
	□１　障害者等の社会参加活動や各種行事への参加

□２　病院への通院、入退院

□３　社会福祉施設への通所、入退所

□４　公共機関における諸手続

□５　レクリエーション等

□６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	目的地
	登米市　　　　　　～　　　　　　　（往復・片道）

	付添人

（該当事項にレ印）
	□家族等　　□ヘルパー等　　□その他（　　　　）

	使用備品

（該当事項にレ印）
	□ストレッチャー　　□車イス（ 要 ・ 不要 ）

	貸出サービス

申　　　　請
	運転者

氏名
	
	生年月日
	S

H
	　．　．

	
	免許証有効期限
	平成　　年　　月　　日迄
	 eq \o\ad(TEL,　　　)
	

	備　　　　考
	


様式第２号（第８条関係）
平成　年　月　日
　申請者
　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人登米市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　長　　遠　　藤　　　尚
外出支援サービス利用承認（却下）通知書
　　平成　年　月　日付けで申請がありました外出支援サービスについて、次のとおり承認・却下したので通知します。
	利　用　者
	住所
	

	
	氏名
	
	年齢
	　　　　　　　歳

	
	
	
	TEL
	

	利用日時
	平成　年　月　日～平成　年　月　日
午前・午後　時　分～午前・午後　時　　分

	利用目的
（該当項目にレ印）
	□１　障害者等の社会参加活動や各種行事への参加
□２　病院への通院、入退院
□３　社会福祉施設への通所、入退所
□４　公共機関における諸手続
□５　レクリエーション等
□６　その他（　　　　　　　　　　　）

	目的地
	登米市　　　　　　　～　　　　　　（往復・片道）

	付添人
（該当事項にレ印）
	□家族等　　□ヘルパー等　　□その他（     　）

	使用備品
（該当事項にレ印）
	□ストレッチャー　　□車イス（ 要 ・ 不要 ）

	貸出サービス
申　　　　請
	運転者

氏名
	
	生年月日
	S

H

	
	免許証有効期限
	平成　　年　　月　　日迄
	 eq \o\ad(TEL,　　　)
	


却下理由
	


※貸出サービス利用で車輌借受の際は、担当者に運転者の免許証を提示すること
様式第3号〔第11条第2号関係〕

外出支援サービス運転者登録台帳

	№
	利用者氏名
	運転者氏名
	住　　　所
	登録月日
	有効期限
	免許証番号
	備　　考

	１
	
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	
	
	

	６
	
	
	
	
	
	
	

	７
	
	
	
	
	
	
	

	８
	
	
	
	
	
	
	

	９
	
	
	
	
	
	
	

	10
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